
【工夫した点等】
・カナダには、日本園芸農業協同組合連合会を通じて輸出しており、大型量販店で一般消費者を対象に販売
・台湾、香港、シンガポール、マレーシアには、海外バイヤーと直接交渉して輸出しており、百貨店や果実専門店、
高級スーパー等で主に富裕層を対象に販売
・知事トップセールスを効果的に活用することで、パブリシティ効果を狙ったPRを実施
・輸出専用ギフトボックスや海外用商品PV等により付加価値を高める取組みを実施
・台湾の残留農薬基準を満たす栽培を実施

【概況】
・約120年前からカナダへ温州みかんを輸出開始し、愛媛県はＳ23年より開始
・平成21年度から民間企業と単協とが連携して台湾・香港へ輸出開始
・平成24年度から民間企業と全農県本部連携してが台湾・香港へ輸出開始
・平成25年度から民間企業と全農県本部がシンガポール・マレーシアへ輸出開始

【平成２６年産の輸出実績】
・輸出商品：温州みかん（温室みかん・露地みかん）、中晩柑（新規品目含む）
・輸出数量：約９０トン
・輸出国：カナダ（露地みかん）、台湾（温室みかん、露地みかん、中晩柑、柿）

香港・シンガポール・マレーシア（露地みかん、中晩柑）

【ウェブサイト】 http://www.eh.zennoh.or.jp/

伊勢丹KLCC店（ﾏﾚｰｼｱ）でのﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ

【輸出による効果】
・国内における生産と需要の調整弁的な役割。（国内価格の下落防止）

・柑橘生産量日本一＝商品力の高さによる認知度向上
【今後の展望】
既存の輸出国へ向けて等階級の幅を広げ販売量を増やすほか、新た
な輸出先の開拓を視野に入れ、市場調査等を行う。

県地図の挿入

愛媛県：全国農業協同組合連合会愛媛県本部・青果物（みかん）


